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調査の対象と趣旨 

 

 

 

調査の取り扱いと回答方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ・担当】日高市役所子育て応援課 TEL 989-2111（代表） 

・この調査は全45問で、所要時間は10分ほど掛かります。 

・各設問について、特に断りのある場合以外、封筒の宛名のお子さんに関してお答えください。

また、回答に当たっては、お子さんの身の回りの世話を主に行う保護者がお答えください。 

・調査の性質上、ご家庭のプライベートな内容をおたずねする質問がありますが、個人を特定

することや、個々の回答内容を公表することはありません。また、回答内容を調査の目的以

外に使用することはありません。 

・設問や選択肢によっては、一部の方だけに回答をお願いする場合があります。その際は説明

に従ってお答えください。 

・インターネットを活用した調査となりますので、お手持ちのスマートフォンやパソコンなど

を使い、右の二次元コードを読み取るか、下のＵＲＬを入力し、 

専用のページから回答してください。 

＜回答用ＵＲＬ＞ 

https:// 

・調査票の画面に進んだら、下の   の中の５けたの数字を入力 

してください。なお、この数字は、回答を集計するためのもので、 

個人を特定するために使用するものではありません。 

皆様には、日ごろから市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、日高市では、子ども・子育てに関する施策を総合的に推進するため、こども基本法（令

和４年法律第７７号）に基づき、新たに「(仮称)日高市こども計画」の策定に取り組んでいます。 

そこで、子育て世帯の皆様に対しまして、教育や保育などの子育て支援サービスの利用状況や

利用希望をおたずねし、計画策定における基礎資料としたく、アンケート調査を実施いたしま

す。 

つきましては、ご多忙のこととは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、率直なご意見

等をお聞かせくださいますようお願い申し上げます。    

令和6年７月 日高市                                    

 

子ども・子育て支援に関するアンケート調査 

就学前児童保護者用 

市内にお住まいの就学前のお子さんを無作為抽出し、その保護者に調査の回答をお願いする

ものです。対象の方々に、同時期・同内容で等しく調査を行うことで、実態や傾向を正しく把

握することを趣旨としています。 

＜回答用二次元コード＞ 

 

回答入力用番号  



1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いただいた回答は、日高市の子育て支援施策の充実に生かされます。 

子育て家庭 
日高市 

児童福祉審議会等 

計画策定 

計画に基づいた 

子育て支援施策の実施 

アンケートやヒアリング調査により

子育て支援のニーズ把握 

調査等により把握された利用

希望等を考慮して事業計画と

して策定します。 

関係機関 
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宛名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます。                

 

問１ お住まいの学校区をお答えください。（当てはまる番号いずれか１つに〇） 
 

１．高麗小学校区 ２．高麗川小学校区 ３．高萩小学校区 

４．高根小中学校区 ５．高萩北小学校区 ６．武蔵台小中学校区 

 

問２ 宛名のお子さんの４月１日現在の年齢をお答えください。 
 

（       ）歳 
   
問３ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。

（当てはまる番号いずれか１つに〇） 
 

1．母親 2．父親 3．その他（                 ） 

 

 

問４ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（当てはまる番号いずれ

か１つに〇） 
 

1．配偶者がいる 2．配偶者はいない 

 

問５ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。（お子さんからみた関

係で、当てはまる番号1つに○） 
 

1．父母ともに 2．主に母親 3．主に父親 

4．主に祖父母 5．その他（                        ） 

 

問6 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。または、場所

はありますか。（当てはまる番号いずれか１つに〇） 
 

1．はい   ⇒問6-1へ 2．いいえ  ⇒問7へ 
   
問6－1 問６で「1.はい」に○をつけた方にうかがいます。 

宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）ですか。 

（当てはまる番号すべてに○） 
 

1．配偶者 2．祖父母等の親族 

3．友人や知人 4．近所の人 

5．地域子育て支援センター（ぬくぬく、出張ひろ

ばおひさま、くるみ、ちきんえっぐ） 
6．保育士 

7．幼稚園教諭 8．民生委員・児童委員 

9．かかりつけの医師 10．日高市子育て応援課 

11．日高市こども家庭センター（家庭児童相談室） 12．日高市保健相談センター 

13．その他（                               ） 
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宛名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 

※問７～問９までの注意点 

  ・「フルタイム」 ⇒ １週５日程度・１日８時間程度の就労 

「パート・アルバイト等」 ⇒ 「フルタイム」以外の就労 としてお答えください。 

  ・母親・父親それぞれについてお答えください。（母子家庭・父子家庭の場合は当てはまる問のみお答えく

ださい。） 

 

問７  宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について、それぞれ当ては

まる番号いずれか１つに○をつけてください。 

 

  就労状況 母親 父親  

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 1 1 

⇒問８へ 
フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 2 2 

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 3 3 

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 4 4 

以前は就労していたが、現在は就労していない 5 5 
⇒問９へ 

これまで就労したことがない 6 6 

   

問８ 問７で「1.～4.」（就労している）に○をつけた方（母親・父親それぞれ）にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、1日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日

数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

また、家を出る時刻と帰宅する時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパタ

ーンについてお答えください。 

産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

時間は「０８時」「１８時」のように２４時間制でお答えください。 

 

母親 
1週当たりの就労日数 □日       1日当たりの就労時間 □□時間 

家を出る時刻 □□時     帰宅する時刻 □□時 

父親 
1週当たりの就労日数 □日       1日当たりの就労時間 □□時間 

家を出る時刻 □□時     帰宅する時刻 □□時 

 

 

問8－1 問７で「3.4.」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

該当しない方は、問９へお進みください。 

フルタイムへの転換希望はありますか。（それぞれ当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

就労希望 母親 父親 

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある １ １ 

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない ２ ２ 

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 ３ ３ 

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい ４ ４ 
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問９ 問７で「5.以前は就労していたが、現在は就労していない」または「6.これまで就労したことがない」

に○をつけた方にうかがいます。該当しない方は、問10へお進みください。 

就労したいという希望はありますか。それぞれ当てはまる番号 1 つに○をつけ、「２」を選んだ場合

は、年齢をお答えください。（□に数字で回答） 
  

就労希望 母親 父親 

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 1 1 

1 年より先、一番下の子どもが□□歳になったころに就労したい  2 2 

すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい 3 3 

 

問９－１ 問9で「3.すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」に〇をつけた方にうかがいます。 

該当しない方は、問10へお進みください。 

就労したいという希望はありますか。それぞれ当てはまる番号１つに○をつけ、「２」を選んだ

場合は、1週当たりの日数と１日当たりの時間数をお答えください。（□に数字で回答） 

 

【母親】 

→希望する就労形態 

１．フルタイム 

２．パートタイム・アルバイト等（「１」以外） 

↳1週当たり□日   1日当たり□□時間 

【父親】  

→希望する就労形態 

１．フルタイム 

２．パートタイム・アルバイト等（「１」以外） 

↳1週当たり□日   1日当たり□□時間 
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宛名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況についてうかがいます。 

※ ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。 

具体的には、幼稚園や保育所など、問10－1 に示した事業が含まれます。 

 

 

問１０ 宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育所など平日の「定期的な教育・保育の事業」を利用されてい

ますか。当てはまる番号いずれか１つに○をつけてください。 
 

１．利用している ⇒問10-1へ ２．利用していない ⇒問10-4へ 

 

問１０－１ 問10で「1.利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

宛名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて「定

期的に」利用している事業をお答えください。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 
 

 

  

１．幼稚園 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業） 

３．保育所 

４．認定こども園 

５．小規模保育施設（キッズあさひ） 

６．家庭的保育（ひまわりのおうち） 

７．事業所内保育施設（わんぱく保育園） 

８．その他の認可外の保育施設 

９．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 

10．その他（                                ） 
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問１０－２ 問10で「1.利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

平日の定期的な教育・保育の事業について、現在どのくらい利用していますか。また、現在の

利用状況にかかわらず、どのくらい利用したいですか。１週当たりの日数と、１日当たりの時

間数（何時から何時まで）をお答えください。時間は「０９時～１８時」のように２４時間制

でお答えください。 
     

現在 1週当たり □日   1日当たり□□時間    □□時～□□時 

希望 1週当たり □日   1日当たり□□時間    □□時～□□時 

 

 

問１０－３ 問10で「1.利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

平日の定期的な教育・保育の事業について、利用されている理由をうかがいます。理由として

当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．子どもの教育や発達のため 

２．子育てをしている方が現在就労している（または産休・育休中） 

３．子育てをしている方が就労予定である／求職中である 

４．子育てをしている方が家族・親族などを介護している 

５．子育てをしている方が病気や障がいがある 

６．子育てをしている方が学生である 

７．その他（                                        ） 

 

 

問１０－４ 問10で「2.利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

平日の定期的な教育・保育の事業を利用していない理由は何ですか。理由として当てはまる番

号すべてに○をつけてください。 
 

１．利用する必要がない（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないためなど

の理由） 

２．子どもの祖父母や親戚の人が面倒をみている 

３．近所の人や父母の友人・知人が面倒をみている 

４．利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

８．子どもがまだ小さいため 

９．その他（                                        ） 

 

  

※時間は30分を境に、切り捨て又は切り上げてください。 
 例:07:20なら7:00とし、17:30なら18:00としてお考えください。 
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問１１ すべての方にうかがいます。 

宛名のお子さんについて、現在の利用状況にかかわらず、平日の教育・保育の事業として、「定期

的に」利用したいと考える事業をお答えください。（当てはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１－１ 平日の教育・保育の事業を利用したい場所についてうかがいます。（当てはまる番号いずれか

1つに○） 
 

1．日高市内 2．日高市外 

    
問１１－２ 問11で「1.幼稚園」または「２．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ「3.～9.」にも○

をつけた方にうかがいます。特に、幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含

む）の利用を強く希望しますか。（当てはまる番号いずれか1つに○） 

 

1．はい 2．いいえ 

 

宛名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についてうかがいます。 

 

問１２ 子育て支援センター（「 ぬくぬく 」「くるみ」「ちきんえっぐ」等）や児童家庭支援センター（「シ

ャローム」）を利用していますか。また、利用している場合、おおよその利用回数（頻度）をお答

えください。（当てはまる番号すべてに○、あわせて数字を記入） 
 

１．子育て支援センター →◆1か月当たりの利用回数（    回） 

２．児童家庭支援センター →◆1か月当たりの利用回数（    回） 

３．利用していない ⇒問12-1へ 

 

  

１．幼稚園 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業） 

３．保育所 

４．認定こども園 

５．小規模保育施設（キッズあさひ） 

６．家庭的保育（ひまわりのおうち） 

７．事業所内保育施設（わんぱく保育園） 

８．その他の認可外の保育施設 

９．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 

10．その他（                                ） 
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問１２－１ 問12で「3.利用していない」に〇をつけた方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。（当てはまる番号すべてに○） 

 

問１３ 問12の子育て支援センターや児童家庭支援センターについて、今後の利用希望をお答えください。

また、希望するおおよその利用回数をお答えください。（当てはまる番号いずれか１つに○、あわ

せて数字を記入） 

     
 

１．利用していないが、今後利用したい →◆1か月当たりの利用回数（    回） 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい →◆1か月当たりの利用回数（    回） 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

 

  

１．どこにあるかわからないから 

２．自宅から遠いから 

３．友人・知人がいないから 

４．利用できる曜日や時間が合わないから 

５．利用する必要がないから 

６．初めて知ったから 

７．その他（                                ） 

８．特にない 
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問１４ 次の事業について、知っているものやこれまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと思う

ものをお答えください。（①～⑬の事業ごとに、Ａ～Ｃそれぞれについて「ア．はい」または「イ．

いいえ」いずれか１つに○） 

 

 A B C 

事業名 知っている 
これまでに利用   

したことがある 今後利用したい 

①地域子育て支援センター 

「ぬくぬく」 
ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 

②地域子育て支援センター 

出張ひろば「おひさま」 
ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 

③地域子育て支援センター 

「くるみ」 
ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 

④地域子育て支援センター 

「ちきんえっぐ」 
ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 

⑤児童家庭支援センター 

「シャローム」 
ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 

⑥ちびっこ広場 ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 

⑦家庭児童相談室 ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 

⑧保健相談センターの情報・相談

事業 
ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 

⑨教育センター・教育相談室 ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 

⑩家庭教育に関する学級・講座 ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 

⑪パパ・ママ教室（両親学級）、 

育児学級 
ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 

⑫子育て支援情報誌 

「子育て応援ガイドきらきら」 
ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 

⑬ファミリー・サポート・センター ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ ア．はい イ．いいえ 
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宛名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利

用希望についてうかがいます。                      

 
問１５ 宛名のお子さんについて、土曜日や日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希望はあり

ますか（一時的な利用は除きます）。当てはまる番号１つに○をつけ、利用を希望する場合、利用し

たい時間帯をお答えください。時間は「０９時から１８時」のように２４時間制でお答えください。

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 
（１）土曜日  
 

1．利用する必要はない  

2．ほぼ毎週利用したい 利用したい時間帯 

□□時から□□時 3．月に 1～2 回は利用したい 

 

（２）日曜・祝日  
 

1．利用する必要はない  

2．ほぼ毎週利用したい 利用したい時間帯 

□□時から□□時 3．月に1～2回は利用したい 

 

問１６ 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中に、定期的な教育・保育の事業

の利用希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけ、利用を希望する場合、利用したい時

間帯をお答えください。時間は「０９時から１８時」のように２４時間制でお答えください。 
 

1．利用する必要はない  

2．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 利用したい時間帯 

□□時から□□時 3．休みの期間中、週に数日利用したい  

 
 

宛名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます。 

（平日の教育・保育を利用する方のみ） 

 
問１７ 問10で、平日の定期的な教育・保育の事業を「1.利用している」と答えた方にうかがいます。 

「2.利用していない」と答えた方は、問18にお進みください。 

宛名のお子さんについて、病気やケガのため、この１年間で通常の事業が利用できなかったことは

ありますか。（当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

1．あった     ⇒問１７－１へ 2．なかった    ⇒問１８へ 
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問１７－１ 問17で「1.あった」に○をつけた方にうかがいます。 

病気やケガのため、宛名のお子さんが通常の教育・保育の事業を利用できなかった際、どのよ

うに対応しましたか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの日数をお答えください。

（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。） 
 

1 年間の対処方法 日数 

１．父親が休んだ □□ 日 

２．母親が休んだ □□ 日 

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもを看てもらった □□ 日 

４．父親または母親のうち、就労していない方が子どもを看た □□ 日 

５．病児・病後児の保育を利用した □□ 日 

６．ベビーシッターを利用した □□ 日 

７．ファミリー・サポート・センターを利用した □□ 日 

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□ 日 

９．その他（                       ） □□ 日 
 
 

問１７－２ 問17－1で「１.」「２.」に〇をつけた方にうかがいます。 

病気やケガの際「病児・病後児保育施設等を利用したい」と思いましたか。当てはまる番号い

ずれか1つに○をつけ、利用したい日数をお答えください。なお、病児・病後児のための保育

事業の利用には、一定の利用者負担が発生するほか、利用前にかかりつけ医の受診が必要とな

ります。 
 

1．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒ □□日  ⇒問１７－３へ 

2．利用したいとは思わない                      ⇒問１７－４へ 

 

問１７－３ 問17-2で「1.できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方にうかがいま

す。子どもを預ける場合、次のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。当てはまる番号

すべてに○をつけてください。 
 

1．他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

2．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

3．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（例：ファミリー・サポート・センター等） 

4．その他（                                         ） 

 

問１７－４ 問17-2で「2.利用したいとは思わない」に○をつけた方にうかがいます。 

そう思われる理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 
 

1．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 2．地域の事業の質に不安がある 

3．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）

がよくない 
4．利用方法がわからない 

5．利用料がかかる・高い 6．利用料がわからない 

7．親が仕事を休んで対応する 8．その他（               ） 

 

  

→問17－2へ 

→問18へ 
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宛名のお子さんの「不定期」の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利

用についてうかがいます。 

 

すべての方にうかがいます 

 

問１８ 宛名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気以外の理由（私用、親の通院、不定期の就労

等）で、不定期に利用している事業はありますか。利用している事業がある場合は、当てはまる番

号すべてに○をつけ、１年間の利用日数（おおよそ）もお答えください。 
 

利用している事業 日数（年間） 

１．一時預かり 

（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業） 
□□□ 日 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち、不定期に利用する場合のみ） 
□□□ 日 

３．ファミリー・サポート・センター 

（地域住民が子どもを預かる事業） 
□□□ 日 

４．短期入所生活援助事業（ショートステイ） 

（保護者や家族の用事や疾病などの理由により、一時的に宿泊を伴う預かりを行う事業） 
□□□ 日 

５．ベビーシッター □□□ 日 

６．その他（                              ） □□□ 日 

７．利用していない 

 

問１９ 宛名のお子さんについて、今後、問18の事業を不定期（私用、親の通院、不定期の就労等の目的）

で利用する希望はありますか。また、利用を希望する場合、何日くらい利用したいですか。利用希

望の有無で当てはまる番号に〇をつけ、利用目的別の日数と、利用したい日数の合計をお答えくだ

さい。なお、事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 

利用希望 日数（年間） 

１．利用したい  計 □□□ 日 

 

① 私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的 □□□ 日 

② 冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等 □□□ 日 

③ 不定期の就労 □□□ 日 

④ その他（                        ） □□□ 日 

２．利用する必要はない 
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問２０  短期入所生活援助事業（ショートステイ）についてうかがいます。 

保護者や家族の用事や疾病などの理由（冠婚葬祭、病気、育児疲れや育児不安など）により、宛

名のお子さんを泊りがけで家族以外に預ける必要がある場合、短期入所生活援助事業（ショート

ステイ）を利用する希望はありますか。また、利用を希望する場合、何泊くらい利用したいです

か。利用希望の有無で当てはまる番号に〇をつけ、利用目的別の泊数と、利用したい泊数の合計

をお答えください。 

なお、事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 

利用希望 日数（年間） 

１．利用したい 計       □□泊 

 

① 冠婚葬祭 □□泊 

② 保護者や家族の育児疲れ・不安 □□泊 

③ 保護者や家族の病気 □□泊 

④ その他（                      ） □□泊 

２．利用する必要はない 

 

 

宛名のお子さんが５歳以上(回答日現在)である方に、 

就学後の放課後の過ごし方についてうかがいます。 

⇒ 宛名のお子さんが４歳以下(回答日現在)の方は、問２５へお進みください 

 

問２１ 宛名のお子さんが５歳以上(回答日現在)の方にうかがいます。 

宛名のお子さんが低学年（小学校または義務教育学校１～３年生）のうちは、放課後（平日の学校

終了後から夕方まで）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべ

てに○をつけ、それぞれ１週当たりの日数をお答えください。また、「学童保育室」の場合には、利

用を希望する時間（「１８時」のように２４時間制）をお答えください。 

「学童保育室」・・・・・・保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの生

活の場を提供するものです。なお、事業の利用には、一定の利用者負担が発生

します。 

「放課後子ども教室」・・・地域の方々の協力を得て、放課後や週末に、学校や公民館で学習・スポーツ・

文化芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべ

ての小学生（義務教育学校前期課程の児童含む）が利用できます。 

放課後の過ごし方 日数 

1．自宅 週 □ 日くらい 

2．祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 
3．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週 □ 日くらい 

4．放課後子ども教室 
週 □ 日くらい 

または月 □ くらい 

5．学童保育室 
週 □ 日くらい 

→下校時から □□時まで 

6．ファミリー・サポート・センター 週 □ 日くらい 

7．その他（公民館、公園など） 週 □ 日くらい 
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問２２ 宛名のお子さんが５歳以上（回答日現在）の方にうかがいます。 

宛名のお子さんが高学年（小学校または義務教育学校４～６年生）になったら、放課後（平日の学

校終了後から夕方まで）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号す

べてに○をつけ、それぞれ１週当たりの日数をお答えください。また、「学童保育室」の場合には、

利用を希望する時間（「１８時」のように２４時間制）をお答えください。 
 

放課後の過ごし方 日数 

1．自宅 週 □ 日くらい 

2．祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 
3．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週 □ 日くらい 

4．放課後子ども教室 
週 □ 日くらい 

または月 □ くらい 

5．学童保育室 
週 □ 日くらい 

→下校時から □□時まで 

6．ファミリー・サポート・センター 週 □ 日くらい 

7．その他（公民館、公園など） 週 □ 日くらい 

※だいぶ先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

 

問２３ 問21または問22で「5．学童保育室」に○をつけた方にうかがいます。 

宛名のお子さんについて、土曜日や日曜日・祝日に、学童保育室の利用希望はありますか。 

（１）（２）それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけ、利用を希望する場合、利用したい

時間帯をお答えください。時間は「０９時から１８時」のように２４時間制でお答えください。 

なお、事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 

（１）土曜日  
 

1．低学年（小学校または義務教育学校1～3年生）

の間は利用したい 利用したい時間帯 

□□時から□□時 2．高学年（小学校または義務教育学校4～6年生）

になっても利用したい 

3．利用する必要はない  

 

（２）日曜日・祝日 
 

1．低学年（小学校または義務教育学校1～3年生）

の間は利用したい 利用したい時間帯 

□□時から□□時 2．高学年（小学校または義務教育学校4～6年生）

になっても利用したい 

3．利用する必要はない  
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問２４ 問21または問22で「5．学童保育室」に○をつけた方にうかがいます。 

宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中に学童保育室の利用希望はありま

すか。当てはまる番号１つに○をつけ、利用を希望する場合、利用したい時間帯をお答えください。

時間は「０９時から１８時」のように２４時間制でお答えください。 

なお、事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 

1．低学年（小学校または義務教育学校1～3年生）

の間は利用したい 利用したい時間帯 

□□時から□□時 2．高学年（小学校または義務教育学校4～6年生）

になっても利用したい 

3．利用する必要はない  

 

子育て全般についてうかがいます。 

 

出産経験のある方にうかがいます（問２５、問２６） 

 

問２５ 妊娠中や出産に際して心配事や悩みがありましたか。（当てはまる番号すべてに○） 
 

1．妊娠中の母体の不調について 2．分娩に対する不安 

3．これから始まる育児についての不安 4．出産育児についての相談相手がいなかった 

5．社会から取り残された感じがした 6．夫や家族等の協力が得られなかった 

7．特になかった 8．その他（                ） 

 

問２６ 医師の指示通り、定期的に妊婦健診を受診できましたか。（当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

1．定期的に受診できた →問27へ 2．ある程度は受診できた →問27へ 

３．あまり受診できなかった →問26－1へ ４．まったく受診できなかった →問26－1へ 

 

問２６－１ その理由は何ですか。具体的にお答えください。（当てはまる番号すべてに○） 

 
 

1．忙しかったため 2．経済的な理由 

３．家族の病気・介護のため ４．健康保険証がなかったため 

５．その他（                ） 
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すべての方にうかがいます 

 

問２７ 出産後の援助として、以下のどれを望みますか。（当てはまる番号いずれか２つまで○） 
 

1．育児の相談 2．産後の家事援助 

3．赤ちゃんの世話の代行 4．助産師や保健師による赤ちゃん訪問 

５．上の子の世話の代行 ６．その他（                ） 

 

問２８ 子育てに関して不安や負担などを感じていますか。（当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

1．非常に不安や負担を感じる 2．なんとなく不安や負担を感じる 

3．あまり不安や負担は感じない 4．まったく不安や負担は感じない 

５．なんともいえない  

 

問２９ 育児をする上で、特に不安や不満に思っていることはどのようなことですか。 

（当てはまる番号すべてに○） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．育児で疲れて、からだの調子がよくない 

２．育児で、精神的にまいってしまう 

３．育児のために、仕事に出られない、希望する仕事に就けない、家業が思うようにやれない 

４．育児のために、家事に思うように手がまわらない 

５．子どものことが気になって、昼間思うように外出できない 

６．育児のために、昼間、趣味や学習活動などをする自由時間を思うようにとれない 

７．育児のことで、家族・親戚と意見が合わない 

８．育児のために、経済的負担が大きい 

９．夫婦で楽しむ時間がない 

10．子育てが大変なことを身近な人が理解してくれない 

11．子どもが病気がちである 

12．住居が狭い 

13．その他（                                ） 

14．特にない 
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問３０ 育児の悩みはどのようなことですか。（当てはまる番号すべてに○） 
 

1．子どもとの接し方 2．育児の方法がよくわからない 

3．しつけがうまくいかない 4．育児疲れ 

5．親戚や隣近所との関係 6．離乳食など子どもの食事や栄養 

7．子どもの発育・発達について 8．子どもの歯や口の中のこと 

9．指しゃぶりや夜泣きなどの習慣や行動 10．子どもとの時間を十分もてない 

11．保育所（園）や幼稚園等の対応 12．子育て仲間とのつきあい 

13．子育てのストレス（子どもにあたる等） 14．配偶者との関係（育児への協力不足等） 

15．自分の時間を十分もてない 16．祖父母との育児方針の食い違い 

17．経済的な不安・負担 18．勉強や進学のこと 

19．地域の子育て支援サービス等を利用したいのに、利用方法がわからない 

20．不安や悩みを相談する相手がいない 21．子どもの発達段階に応じた体験活動がわからない 

22．その他（               ） 23．特にない 

 

問３１ 育児をする上で、あなたの行動に当てはまるものはありますか。（当てはまる番号すべてに○） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．イライラした時などに、必要以上に子どもを怒ったり、叩いたりしてしまう時がある 

２．子どもを無視してしまう時がある 

３．子どもがわずらわしくて、イライラしてしまう時がある 

４．子どもを怒ったり、叩いたりした後に後悔する時がある 

５．つい子どもに冷たく接してしまう 

６．産まなければよかったと考えてしまう時がある 

７．子どもがかわいいと思えない時がある 

８．「この子さえいなければ」と思うことがある 

９．子どもを長時間1人にしたり、衣食住の世話をしない時がある 

10．けがをするくらい、子どもを叩いたり蹴ったりする 

11．子どもの存在を無視したり、おびえさせたりする 

12．強い口調や人格を否定するような言葉で、子どもを怒ることがある 

13．その他（                                ） 

14．特にない 



18 

問３２ 市に対して、どのような子育て支援施策の充実を図ってほしいと期待していますか。 

（当てはまる番号すべてに○） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３３ 日頃からご近所の人たちとどのような付き合いをしていますか。 

（当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

1．常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある 2．困っているときに、相談をしたり、助け合ったりする 

3．たまに立ち話をする程度 4．会えばあいさつをかわす程度 

５．付き合いがほとんどない  

 

 

問３４ 妊娠・出産や育児の機会など、子どもを通じて知り合った友だちはいますか。 

（当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

1．いる 2．以前はいたが付き合わなくなった 

3．いない  

 

  

１．児童館など、親子が安心して集まれる身近な場、イベントの機会がほしい 

２．子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい 

３．子育てや教育に困った時に相談したり、情報が得られる場所をつくったりしてほしい 

４．保育所（園）を増やしてほしい 

５．幼稚園を増やしてほしい 

６．認定こども園を増やしてほしい 

７．保育所（園）や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい 

８．専業主婦（夫）など誰でも気軽に利用できる NPO 等による保育サービスがほしい 

９．安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい 

10 ．多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど、住宅面の配慮がほしい 

11 ．残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい 

12 ．子育てや教育について学べる機会を作ってほしい 

13 ．その他（                                     ） 

14 ．特にない 
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問３５ あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、以下のものが買えないこと・支払えない

こと・控えたことがありましたか。（それぞれ当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

①家族が必要とする食料（嗜好品は含みません） 

１．よくあった ２．ときどきあった 3．なかった 

 

②家族が必要とする衣料（高価な衣服や貴金属・宝飾品は含みません） 

１．よくあった ２．ときどきあった 3．なかった 

 

③子どもが必要とする文具や教材 

１．よくあった ２．ときどきあった 3．なかった 

 

④電気やガス、水道など公共料金 

１．よくあった ２．ときどきあった 3．なかった 

 

⑤家賃やローン 

１．よくあった ２．ときどきあった 3．なかった 

 

⑥給食費、保育料等 

１．よくあった ２．ときどきあった 3．なかった 
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問３６ あなたの世帯では、以下のようなことがどの程度ありますか。 

（それぞれ当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

①子どもだけで夜間に留守番をする 

１．よくある ２．ときどきある 3．ほとんどない 4．ない 

 

②子どもの前で保護者が喧嘩をする 

１．よくある ２．ときどきある 3．ほとんどない 4．ない 

 

③保護者の不安やイライラ等の感情を子どもに向けてしまう 

１．よくある ２．ときどきある 3．ほとんどない 4．ない 

 

問３７ あなたは、宛名のお子さんをどの段階まで進学させたいと希望されていますか。 

（当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

１．中学校 ２．高等学校 ３．専門学校 

４．短期大学 ５．大学 ６．大学院 

７．その他（        ） ８．わからない  

 

問３８ あなたは、問37で回答した希望どおり、宛名のお子さんが進学できそうだとお考えですか。 

（当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

１．そう思う     →問40へ 

２．そう思わない   →問39へ 

３．わからない    →問40へ 

 

問３９ 問38で「２．そう思わない」を選んだ場合、その理由について教えてください。 

（当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

１．お子さんの希望とは違うから 

２．現在のお子さんの学力や成績から考えて 

３．経済的な余裕がないから 

４．特に理由はない 

５．わからない 

６．その他（                                    ） 
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すべての方にうかがいます 
 

問４０ あなたは、授業参観や運動会など、お子さん（宛名のお子さんを含む）の行事にどの程度参加していま

すか。（当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

１．頻繁に参加している ２．どちらかと言えば参加している 

３．ほとんど参加していない ４．参加していない 

 

問４１ あなたは、地区の祭りやイベントなど、地域の行事にどの程度参加していますか。 

（当てはまる番号いずれか１つに○） 
 

１．頻繁に参加している ２．どちらかと言えば参加している 

３．ほとんど参加していない ４．参加していない 

 

問４２ あなたは、これからも日高市に住みたいと思いますか。（当てはまる番号いずれか1つに○） 
 

1．住み続けたい 2．どちらかといえば住み続けたい 

3．どちらともいえない 4．どちらかといえば住み続けたくない 

５．住み続けたくない（できれば市外へ引っ越したい） 

 

問４３ 通勤時間は、おおよそどれくらいですか。母親・父親それぞれお答えください。 
 

母親 分 父親 分 

 

問４４ 日高市において子育てをする上で、あなたは満足していますか。①～⑪の項目ごとに、当てはまる

番号１つに○をつけてください。 
 

 満足 やや満足 
どちら 

でもない 
やや不満 不満 

①子育てに関する情報提供や相談体制 １ ２ ３ ４ ５ 

②保育サービスの充実 １ ２ ３ ４ ５ 

③発達障がい児に対する支援 １ ２ ３ ４ ５ 

④仕事と家庭を両立しやすい環境 １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ひとり親家庭など様々な状況にある家庭への支援 １ ２ ３ ４ ５ 

⑥妊娠・出産に対する支援 １ ２ ３ ４ ５ 

⑦多世代交流など地域と親子の交流機会 １ ２ ３ ４ ５ 

⑧就学前教育・学校教育の質 １ ２ ３ ４ ５ 

⑨子どもの遊びや体験活動の機会や場所 １ ２ ３ ４ ５ 

⑩乳幼児期までの親と子の心と身体の健康づくり支援 １ ２ ３ ４ ５ 

⑪子育て・子育ちにやさしい居住・生活環境 １ ２ ３ ４ ５ 
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問４５ 最後に、教育・保育環境の充実など、子育ての環境や支援に関してご意見があればお答えください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

 

 


